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は特筆されなけれはならない。そして今回，〈意味形態〉 の延長線上に位置する く意味  







連載を行っているく72 和文独訳－システムの試み［2］〉であり，く69 話法の諸形   
態〉並びにその中の一形式を独立して扱った〈67 短縮型間接話法〉である。   
〈和文独訳－システムの試み〉は著者によれは，「『独作文教程』の復活」（第4集236  
月）を狙いとしている。周知のように『独作文教程』は戦前に出版された500頁こを超え   
る大著であり，その例文が古風かつ難解であるのみならず，執筆の趣旨もあって誰でも   
が手軽に利用できるといった性格のものではない。こうした中で著者は『独作文教程』  
に純をとり，本吉では「困由と結果」，「相反と認容」という二つの意味類型（著者の言  
う第2意味形態）に基き，これを表す多岐にわたると同時に精選された種々の表現形式   
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（『独作文教程』復刊の節）。   











面目躍如たるものがある。一例を挙げるならば，「Viele nehmen Biirgertum und  
moderne Gesellschaft fiir gleichbedeutend．Sie betrachten den Btirgerstand als  
Regel，dieanderenStまndenurnochals Ausnahmen，alsTrtimmerder alten  些  
Gesellschaft，．．．」における前置的接続詞 als，fiir もまた「Viele glaubett！＿＿些  
Biirgertum und moderne Gesellschaftgleichbedeutend seien・」を表す「正規の間  
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きない問題であると考える。即ち，意味形態文法，そして意味類型に対応する文を作る   
ことそれ自体が学習のための学習として教室の中で自転を続け自己目的化する時，意味   
形態文法はドイソ語教育におけるその本来の意義を失うのではないだろうか。そこで常  
に問い続けなけれはならないのは何のための意味形態文法であり，独作文なのかという  
ことであろう。確かに著者の言うように，意味形態文法ほ各種の表現形式に対する－一種   
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る深い理解を有する著者ならではの業統といえるのが『入門ドイツ語冠詞の用法』であ   
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本書の目的と読み方   
A冠詞理解の基本  
B冠詞各論  
第Ⅰ部 積極的無冠詞形  
第Ⅱ部 不定・冠詞  
第Ⅲ部 機能的定冠詞  
第Ⅳ部 形式的定冠詞  
第Ⅴ部 消極的無冠詞形   














ての洞察と頬稀な言語感覚がまさにこの′如こ結実していると言えるのである。   
冠詞はドイツ人の臼から見ればあるのが当然であり，無冠詞形はある桂の負の現象に   
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逼  評  189  
見えるものと思われる。無冠詞形を冠詞の省略と考え，冠詞解説の佼後に扱うケースが  
多いのはこうした発想によるものではないだろうか。一方，冠詞という異物に苦しむ日  
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＝〉 積極的無冠詞形  
く〉 不定・冠詞   
く〉 梯能約定冠詞  
く〉 形式的定冠詞  
く〉 消極的無冠詞形   
名詞性   
＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
＊ ＊ ＊ ＊  
＊ ＊ ＊  














と命名するタイプである。著者は「些坦ist塾」，「些istdes B山一gerS  
Zierde．」といった無冠詞形について，「このタイプの無冠詞形は簡潔・強力・鏡利な口  
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ものであり，「Derliundist einS温ugetier．」のように名詞がある概念を指して用いら  
れている場合がこれに該当する。   
次に不定冠詞einについて著者は，そこに含まれるく不定〉という概念一日本語で表  
すならば「或る」一に着目する。そして「Ich m6chte einen Kugelschreiber，Hefte  
und Klebsto軋」という文の Kugelschreiber（有数名詞の単数形），Hefte（単数であ  
れはeinがつく有数名詞の複数形），Ⅹ1ebsto庁（有畳名詞）の三者の共通項として「“ど  
の～が‘という指示規定がない」という点を挙げ，これに事型名詞（ein Treffen等）  
を加えた四者を「不定・冠詞」という－一つのカテゴリーとして扱う．即ち，「einKugel－  
SCbreiberの不定冠詞eiIlは，むしろ『どのボールペンであるか』いえない，あるいは   
いわないでおく，その明示を避けるための冠詞だとしてもいいほどである」とするので  
ある。著者はこのように不定・冠詞の解説にあたって，有数名詞を下位概念とする叶算  
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「不定丘一不定数ではなく一の視点から用いられた名詞を有盛名詞と呼ぷ。Ich trinke  
Wein．のWeinがそれである。有丑名詞というのは名詞に付着した特質ではなく，1  















の〈参考〉書となっているのである。   
最後に学習老として一つ気付いた点を述べさせていただきたい。それは「A冠詞理解  
の基本」，「B冠詞各論」及び「D名詞の僅頬と冠詞」のいずれもが理論的解説の色彩が  
強く，内容的にやや重複するのではないかという点である。そこで各章の役割分担を鮮   
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